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1.Kintoneについて

2.平野クリニックの概要

3. BEFORE

4. AFTER

5.まとめ （雑感）

アジェンダ
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Kintoneは・・・

まっサラの方眼紙
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●工夫次第で「大化け」する。

最適解はない？

●自分で絵を描かないと何も進展しない。
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●プラットフォームとしての「器（うつわ）」

特徴

●システムを成長させる「拡張性」あり

（モバイル対応、プラグイン、API）
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●所在地：東京都清瀬市 （西部池袋線）

●訪問エリア：清瀬市含む近隣7市
（埼玉県側にも越境）

●患者数：約450名

●構成比：施設20％↔居宅80％

平野クリニック（在宅医療部）のあらまし①
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●スタッフ数35名
（常勤医師2名、非常勤医師20名、事務13名）

●訪問チームは医師+事務の「ツーマンセル」

▲他部門（泌尿器科外来、訪問歯科、ケアマネ）あり

▲本年9月で「20周年」

平野クリニック（在宅医療部）のあらまし②
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●ケアマネ事業所 約120か所

●訪問看護ステーション 約60か所

●調剤薬局 約10か所

院外の多職種連携先
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身の丈に合った選択？ 模索？

身の丈に合った
システムを！
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●バラバラ！ （いろんな「情報」）

BEFORE①

電子カルテ エクセル 紙

スタッフの頭の中
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●バラバラ！ （人と組織）

BEFORE②

院内も・・・ 院外も・・・

「属人化」
傾向大！！
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●目標① 一元化！ （全て「ワンストップ」で！）

●目標② 見える化！ （いつでも、どこでも！）

●スタイル① シンプルに！ （とりあえず2つのアプリ）

●スタイル② ワンソース・マルチユース （転記しない！）

では、どうするか？①
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では、どうするか？②

電子
カルテ

電子カルテ
（一部）

kintone

エクセル 紙

スタッフの頭の中

※ポケット1つに！
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●「日報」アプリ

①訪問記録

②問合せ・相談記録

③スケジューリング

④院内連携（申送り等）

⑤院外連携（情報開示）

AFTER①
一覧ページ
(WEB画面）

詳細ページ
(WEB画面）
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●「台帳」アプリ

①患者基本情報（住所等）

②注意事項（NG事項等）

③多職種連携先の情報

④異動情報（入院・終結等）

⑤その他

AFTER②

一覧ページ
(WEB画面）

詳細ページ
(WEB画面）
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●「kViewer」
＝院外多職種連携ツール

①カルテ開示 ＝ガラス張り状態
（医療系情報：SOAP、処方、処置など）

②カルテ以外情報も開示
（介護系、生活系情報）

③スケジュール開示など

AFTER③
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●「kViewer」
＝院外多職種連携ツール

AFTER④

実際に訪看さん等が
見ている一覧ページ
(WEB画面）

採血検査結果
(PDF）

診療録2号紙
(PDF）
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●not一朝一夕 （しょっちゅう改良の繰り返し）

●抵抗勢力あり？ （「慣れた不便」がいい！）

まとめ（雑感）①
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●身の丈は、「現状」 + 「伸びしろ」

●常に「進化」し続ける！

まとめ（雑感）②
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ご清聴ありがとうございました。
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